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こ
ち
ら
消
費
者
協
会
で
す 

 

畑
野
支
部
　
服
部
　
志
保
子
　 

　
畑
野
支
部
は
、来
年
度
設
立
３０
周
年
を

迎
え
ま
す
。
安
心
安
全
な
暮
ら
し
を
願
っ

て
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、

平
成
１７
年
度
か
ら
は
支
部
の
運
営
が
自
主

活
動
と
な
り
、こ
れ
ま
で
の
支
部
の
在
り
方

を
見
直
し
、会
の
運
営
を
お
互
い
が
役
割

分
担
を
す
る
等
、改
め
て
消
費
者
協
会
の

活
動
の
必
要
性
を
認
識
す
る
よ
い
機
会
に

な
り
ま
し
た
。 

　
こ
れ
ま
で
以
上
に
会
員
同
士
が
協
力
し

合
い
、環
境
美
化
の
空
き
缶
拾
い
、老
人
ホ

ー
ム
で
の
奉
仕
作
業
、天
神
祭
参
加（
リ
フ
ォ

ー
ム
展
示
販
売
）、ゴ
ミ
半
減
運
動
の
マ
イ
バ

ッ
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、廃
油
石
け
ん
作
り
や
古

紙
回
収
整
理
の
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
に
会
員
一

同
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
年
度
は
島
外
の
視
察
研
修
会
を
計

画
し
、会
員
で
初
め
て
視
察
先
へ
の
依
頼
、

旅
行
会
社
と
の
交
渉
等
馴
れ
な
い
作
業
を

行
い
ま
し
た
。
南
魚
沼
市
の
農
業
普
及
指

導
セ
ン
タ
ー
の
紹
介
で
、巻
機
山
麓
の
上
田

地
域
で
、女
性
が
中
心
に
食
を
活
か
し
た

都
市
農
村
交
流
に
取
り
組
ん
で
い
る
「
上

田
の
郷
」
や
、女
性
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
「
た
ば

ら
会
」の
伝
統
野
菜
か
ぐ
ら
な
ん
ば
ん
の
栽

培
、加
工
、商
品
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
様

子
を
見
学

し
ま
し
た
。

上
田
の
郷
で

は
山
菜
を

中
心
と
し

た
郷
土
食

が
評
判
で
、

そ
ば
打
ち
な

ど
様
々
な
体

験
学
習
が
で

き
都
会
か

ら
の
客
が
絶

え
な
い
と
い
い
ま
す
。 

　
佐
渡
は
山
菜
の
宝
庫
で
す
が
、粗
末
に

し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は

佐
渡
の
自
然
を
も
っ
と
大
切
に
、暮
ら
し
の

活
性
化
に
活
か
し
た
い
も
の
で
す
。 

　
紅
葉
の
清
津
峡
、川
端
康
成
の
「
雪
国
」

で
有
名
な
「
ホ
テ
ル
高
半
」
で
宿
泊
、地
場

産
販
売
の「
ネ
ー
ブ
ル
み
つ
け
」
、大
阪
屋
本

社
工
場
見
学
等
、島
内
で
は
味
わ
え
な
い

歴
史
や
最
新
技
術
に
よ
る
お
菓
子
の
製
造

な
ど
に
ふ
れ
、有
意
義
な
研
修
会
に
な
り

ま
し
た
。
会
員
の
視
野
を
広
め
、親
睦
と
活

力
を
養
い
な
が
ら
、消
費
者
協
会
の
活
動

を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

■
「
レ
ジ
袋
ゼ
ロ
運
動
」
の
目
的
は
？ 

・
「
レ
ジ
袋
」
の
ポ
イ
捨
て
や
不
法
投
棄
が

後
を
絶
た
ず
、自
然
環
境
や
景
観
が
阻

害
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
レ
ジ
袋
」
を

有
料
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、人
と
ト
キ
が

共
生
で
き
る
『
美
し
い
島
づ
く
り
』の
た

め
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

■
減
量
の
効
果
は
？ 

・
佐
渡
市
の
「
レ
ジ
袋
」
の
年
間
使
用
量
は

お
よ
そ
２
千
万
枚
と
想
定
し
て
お
り
、２

０
０
ト
ン
が
ご
み
と
し
て
排
出
さ
れ
て
い

ま
す
。 

・
今
ま
で
無
料
で
あ
っ
た
「
レ
ジ
袋
」
を
有

料
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、概
ね
７０
％
の
市

民
の
方
が
マ
イ
バ
ッ
ク
を
持
参
し
て
「
レ
ジ

袋
」
の
削
減
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
と

想
定
し
て
い
ま
す
。 

 

■
「
レ
ジ
袋
」
の
料
金
は 

　
　
　
　
　
　
い
く
ら
で
す
か
？ 

・
「
レ
ジ
袋
」の
大
小
に
関
係
な
く
『
１
枚
５

円
』
と
し
ま
す
。「
レ
ジ
袋
」
が
２
枚
必
要

な
場
合
は
１０
円
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

紙
袋
や
紙
製
手
提
げ
袋
は
対
象
外
と
し

ま
す
。 

 
■
「
レ
ジ
袋
」
の
収
益
金
は
ど
の
よ

う
に
使
わ
れ
る
の
で
す
か
？ 

・
小
売
店
の
収
益
金
と
し
ま
す
が
、な
る
べ

く
消
費
者
に
還
元
で
き
る
よ
う
配
慮
し

ま
す
。
た
と
え
ば
、ポ
イ
ン
ト
や
シ
ー
ル
を

提
供
す
る
割
引
制
度
や
マ
イ
バ
ッ
ク
の
普

及
活
動
費
用
な
ど
を
検
討
し
て
も
ら
い

ま
す
。 

 

■
い
つ
か
ら
実
施
す
る
の
で
す
か
？ 

・
平
成
１９
年
４
月
１
日
か
ら
実
施
し
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。 

 

自
主
活
動
の
根
を
張
ろ
う 

★今回から「レジ袋」有料化について3回シリーズでお知らせします。 
 

1
枚
5
円
で
す
！
 

第１回 

◆
お
問
い
合
わ
せ
 

　
市
役
所
 
廃
棄
物
対
策
課
 

　
q
６３
―
５
１
４
０
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佐
渡
市
監
査
委
員
は
、随
時
監
査（
工
事

監
査
）の
結
果
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
公
表

し
ま
し
た
。 

佐
監
公
表
第
１
号
　 

　
　
　
平
成
１８
年
１２
月
２７
日 

　
佐
渡
市
監
査
委
員
　
清
水
　
一
次 

　
佐
渡
市
監
査
委
員
　
本
間
　
勇
作 

 

平
成

　１８
年
度
随
時
監
査 

結
果
に
つ
い
て 

地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
第
５
項
の
規

定
に
基
づ
き
、随
時
監
査（
工
事
監
査
）を

実
施
し
た
の
で
、同
条
第
９
項
の
規
定
に
よ

り
、そ
の
結
果
を
報
告
し
ま
す
。 

 １．  

監
査
の
実
施
期
間 

平
成
１８
年
１１
月
２８
日
〜
１２
月
１
日 

 ２．  

監
査
の
対
象 

（
１
）両
津
文
化
会
館
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去

工
事 

（
２
）灰
溶
融
固
形
化
施
設
第
１
期
定

期
補
修
工
事 

（
３
）相
川
地
区
上
水
道
相
川
浄
水
場

浄
水
棟
築
造
工
事 

（
４
）市
道
河
原
田
７４
号
線
道
路
改
良

舗
装
工
事 

 ３．  

監
査
内
容
お
よ
び
方
法 

平
成
１８
年
度
実
施
工
事
の
う
ち
、工
事

予
定
額
が
１
千
万
円
以
上
で
補
助
対
象
外

の
発
注
済
み
工
事
３１
件
の
中
か
ら
４
件
を

任
意
で
抽
出
し
、午
前
中
に
書
類
監
査
を

実
施
し
、午
後
は
工
事
現
場
監
査
を
実
施

し
た
。 

ま
た
、入
札
事
務
関
係
に
つ
い
て
は
工
事

管
理
課
に
説
明
を
求
め
た
。 

 ４．  

監
査
の
結
果 

４
件
の
う
ち
、灰
溶
融
固
形
化
施
設
第
１

期
定
期
補
修
工
事
は
工
事
が
完
了
し
、設

備
が
運
転
中
の
た
め
検
測
等
は
実
施
で
き

な
か
っ
た
が
、他
の
３
件
に
つ
い
て
は
工
事
の

実
施
状
況
、お
よ
び
一
部
出
来
高
に
つ
い
て
現

地
確
認
を
し
た
。 

両
津
文
化
会
館
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
工
事
に

つ
い
て
は
、特
殊
工
事
で
あ
り
有
資
格
業
者

の
う
ち
１０
社（
１
社
取
り
消
し
）に
よ
る
指

名
競
争
入
札
で
、請
負
率
は
８４
・
７
％
で
あ
っ

た
。
工
事
進
捗
率
は
８２
・
６
％
と
ほ
ぼ
予
定

通
り
で
、工
期
内
の
終
了
が
見
込
ま
れ
て
い

る
。
現
場
で
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、防
塵
マ
ス
ク
を
着

用
し
、ホ
ー
ル
や
機
械
室
の
作
業
状
況
を
確

認
し
た
。
工
事
は
手
作
業
で
あ
り
、ま
た
、

飛
散
防
止
な
ど
仮
設
工
事
が
膨
大
で
、安

全
施
工
の
重
要
性
を
確
認
し
た
。 

灰
溶
融
固
形
化
施
設
第
１
期
定
期
補
修

工
事
に
つ
い
て
は
、パ
テ
ン
ト
の
あ
る
特
殊
工

事
で
あ
り
、有
資
格
業
者
４
社（
１
社
辞
退
）

に
よ
る
指
名
競
争
入
札
で
あ
り
、請
負
率
は

８７
・
１
％
で
工
事
は
完
了
し
て
い
る
。 

設
備
稼
働
中
の
た
め
写
真
に
よ
り
確
認

を
お
こ
な
っ
た
。
現
地
に
お
い
て
は
稼
働
中
の

設
備
を
確
認
し
た
。ス
ラ
グ
に
な
る
ま
で
の

工
程
等
、施
設
の
必
要
性
、重
要
性
を
確
認

し
た
。 

相
川
地
区
上
水
道
相
川
浄
水
場
浄
水
棟

築
造
工
事
は
、施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
浄
水

場
を
築
造
す
る
も
の
で
平
成
１７
年
度
よ
り

５
か
年
計
画
で
約
２３
億
５
千
万
円
の
事
業

費
を
予
定
し
て
い
る
。
本
年
度
は
総
事
業
の

う
ち
浄
水
場
棟
を
築
造
す
る
工
事
で
あ
り
、

７
社
に
よ
る
指
名
競
争
入
札
で
、請
負
率
は

９６
・
０９
％
で
あ
っ
た
。
進
捗
率
は
１０
・
０
％
と

低
い
。
工
事
現
場
の
状
況
は
施
工
底
盤
に
掘

削
整
形
し
、地
盤
改
良
工
事
中
で
あ
っ
た
。

設
計
ど
お
り
掘
削
施
工
さ
れ
て
い
る
か
、レ

ベ
ル
に
よ
り
確
認
し
た
。 

市
道
河
原
田
７４
号
線
道
路
改
良
舗
装
工

事
は
、昨
年
度
か
ら
の
継
続
事
業
で
佐
和
田

地
区
の
市
道
を
改
良
舗
装
す
る
も
の
で
あ

り
、施
工
延
長
は
２
０
０
ｍ
で
あ
る
。
１５
社
に

よ
る
指
名
競
争
入
札
工
事
で
落
札
率
は
９５
・

９８
％
で
あ
っ
た
。
進
捗
率
は
５０
・
０
％
で
あ
る
。

測
点
№
６
に
お
い
て
、道
路
幅
員
、水
路
工
の

幅
員
、№
７
と
の
測
点
間
距
離
を
確
認
し
た
。 

 

５．  

ま
と
め 

事
業
実
施
に
伴
う
事
務
手
続
き
に
つ
い

て
は
、概
ね
適
当
で
あ
っ
た
が
相
川
地
区
の

浄
水
場
築
造
工
事
に
お
い
て
は
進
捗
率
が

１０
・
０
％
と
低
く
、工
期
内
完
了
は
難
し
い

状
況
で
あ
り
繰
越
が
予
想
さ
れ
る
。 

そ
れ
ぞ
れ
の
工
事
現
場
に
お
け
る
出
来

高
確
認
に
お
い
て
は
、出
来
高
不
足
は
見
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、現
場
に
お
け
る
工

事
看
板
設
置
や
立
ち
入
り
禁
止
看
板
、特

殊
工
事
に
お
け
る
防
塵
マ
ス
ク
の
着
用
、飛

散
防
止
な
ど
安
全
管
理
も
適
当
な
も
の
で

あ
る
と
確
認
し
た
。 

今
回
は
４
件
の
工
事
監
査
で
あ
っ
た
が
、い

わ
ゆ
る
継
続
事
業（
継
続
費
予
算
で
は
な
い

事
業
）が
慢
性
的
に
繰
り
越
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
早
期
発
注
、工
期
内

の
完
成
な
ど
計
画
的
な
発
注
施
工
監
理
に

努
力
さ
れ
た
い
。 

 ○
平
成
１７
年
度
決
算
審
査
意
見
書
は
、
今
後

佐
渡
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

ま
た
、
各
支
所
の
窓
口
で
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

職
員
人
事
異
動 

　
退
職（
平
成
１９
年
１
月
３１
日
付
） 

　
福
祉
保
健
部
　
保
健
医
療
課 

　
両
津
病
院
看
護
部 

　
主
任
看
護
師
　
山
本
　
富
士
枝 

 

平
成
１８
年
度
　 

 

随
時
監
査
結
果 

 平
成
１８
年
度
　 

 

随
時
監
査
結
果 
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各課からの お　知　ら　せ 

福祉 
健康 
 

お知 
らせ 

介
護
予
防
学
習
会
フ
ル
コ
ー
ス 

　
「
生
涯
現
役
い
ろ
は
塾
」 

　
　
　
　
開
催
の
お
知
ら
せ 

 

　
介
護
予
防
に
関
し
て
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か

ら
学
べ
ま
す
。
自
分
の
た
め
、家
族
の
た
め
、地

域
の
た
め
に
役
立
つ
話
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。 

○
元
気
に
な
る
講
演
会
「
や
っ
ぱ
り
佐
渡
が

好
き
。
ず
っ
と
こ
こ
で
す
み
続
け
る
た
め

に
」（
講
師 

介
護
総
合
研
究
所
「
元
気

の
素
」 

代
表
　
上
野
文
規
先
生
） 

・
２
月
２７
日（
火
） 

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分 

会
場
　
赤
泊
文
化
会
館
　 

・
２
月
２８
日（
水
） 

午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分 

会
場
　
両
津
し
ゃ
く
な
げ
　 

・
２
月
２８
日（
水
） 

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分 

　
会
場
　
あ
い
か
わ
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー 

○
認
知
症
を
知
る
講
演
会
「
認
知
症
っ
て
な

あ
に
」
〜
介
護
し
て
い
る
あ
な
た
と
応
援

す
る
あ
な
た
の
た
め
に
〜（
講
師 

汐
彩

ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
　
森
本
　
芳
典
先
生
） 

・
２
月
１９
日（
月
） 

午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分 

会
場
　
小
木
あ
ゆ
す
会
館 

・
２
月
２６
日（
月
） 

午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分 

会
場
　
金
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

・
３
月
５
日（
月
） 

午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分 

会
場
　
ト
キ
の
む
ら
元
気
館 

○
ず
っ
と
続
け
ら
れ
る
運
動
講
座
「
し
ゃ
き
っ
と
、

い
き
い
き
運
動
」（
講
師

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
社

会
体
育
専
門
学
校
講
師
　
田
中
慎
二
先
生
） 

・
２
月
２２
日（
木
） 

午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分
　 

会
場
　
小
木
つ
く
し 

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
　 

会
場
　
羽
茂
農
業
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー 

・
２
月
２３
日（
金
） 

午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分
　 

会
場
　
相
川
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
　 

午
後
１
時
〜
２
時
３０
分
　 

会
場
　
金
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

◆
お
問
い
合
わ
せ 

　
市
役
所
　
保
健
医
療
課（
老
人
保
健
係
） 

　
　
　
q
６３
―
３
１
１
５ 

　 
 

し
ま
び
と
元
気
応
援
団 

　
活
動
発
表
会
の
お
知
ら
せ 

 

　
佐
渡
市
の
健
康
づ
く
り
計
画
「
健
幸
さ

ど
２１
」
を
実
践
す
る
た
め
に
、市
民
グ
ル
ー
プ

し
ま
び
と
元
気
応
援
団
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

１８
年
度
を
締
め
く
く
り
、６
つ
の
グ
ル
ー
プ

が
１
年
間
の
活
動
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
、ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。 

◆
日
時
　
３
月
１４
日（
火
） 

　
　
　
　
午
前
９
時
３０
分
〜
正
午 

◆
会
場
　
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
佐
渡 

◆
発
表
グ
ル
ー
プ
　
Ａ
Ｉ
Q
Ａ
Ｉ
、紫
陽
花
、

に
し
め
の
会
、し
ま
の
知
恵
袋
、チ
ー
ム

が
き
大
将
、し
ま
び
と
元
気
応
援
団
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
隊 

◆
お
問
い
合
わ
せ
　 

　
市
役
所
　
保
健
医
療
課（
健
康
増
進
係
） 

　
　
　
q
６３
―
３
１
１
５ 

　 
 

市
営
住
宅
の
入
居
者
を 

　
　
　
　
　
　
募
集
し
ま
す 

  

　
市
営
住
宅 

■
白
山
第
２
住
宅（
両
津
） 

○
所
在
地
　
梅
津
１
７
６
４
―
２ 

○
規
格
　
木
造
２
階
建
、２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、 

　
平
成
１８
年
度
建
設（
建
設
中
） 

○
募
集
戸
数
　
４
戸 

○
家
賃
　
月
額
２
万
８
７
０
０
円
〜 

６
万
３
０
０
０
円 

■
岩
野
住
宅（
佐
和
田
） 

○
所
在
地
　
八
幡
１
７
２
３
―
１ 

○
規
格
　
簡
易
耐
火
構
造
平
屋
建
、２
Ｋ
、 

　
昭
和
４９
年
度
建
設 

○
募
集
戸
数
　
１
戸（
３
号
室
） 

○
家
賃
　
月
額
７
０
０
０
円
〜 

１
万
２
５
０
０
円 

■
吉
井
第
２
住
宅（
金
井
） 

○
所
在
地
　
吉
井
本
郷
６
６
４ 

○
規
格
　
簡
易
耐
火
構
造
平
屋
建
、３
Ｄ

Ｋ
、昭
和
５７
年
度
建
設 

○
募
集
戸
数
　
１
戸（
３９
号
室
） 

○
家
賃
　
月
額
１
万
１
５
０
０
円
〜 

　
２
万
５
２
０
０
円 

■
千
種
西
下
住
宅（
金
井
） 

○
所
在
地
　
千
種
１
４
０
―
１ 

○
規
格
　
木
造
２
階
建
、１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、 

　
平
成
１８
年
度
建
設（
建
設
中
） 

○
募
集
戸
数
　
　
４
戸 

○
家
賃
　 

　
１
階
　
月
額
１
万
７
２
０
０
円
〜 

 

３
万
７
８
０
０
円 

　
２
階
　
月
額
２
万
８
８
０
０
円
〜 

 

６
万
３
３
０
０
円 

■
青
木
第
２
住
宅（
新
穂
） 

○
所
在
地
　
新
穂
青
木
３
１
６
―
１ 

○
規
格
　
木
造
平
屋
建
、３
Ｄ
Ｋ
、 

　
平
成
５
年
度
建
設 

○
募
集
戸
数
　
１
戸（
４
号
室
） 

○
家
賃
　
月
額
１
万
９
５
０
０
円
〜 

４
万
２
７
０
０
円 

■
小
熊
住
宅（
赤
泊
） 

○
所
在
地
　
徳
和
６
４
６
―
６ 

○
規
格
　
木
造
２
階
建
、２
Ｄ
Ｋ
、 

　
平
成
１８
年
度
建
設（
建
設
中
） 

○
募
集
戸
数
　
　
２
戸 

○
家
賃
　
月
額
２
万
９
３
０
０
円
〜 

６
万
４
２
０
０
円 
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特
定
公
共
賃
貸
住
宅（
特
公
賃
） 

■
木
戸
沢
第
３
住
宅（
金
井
） 

○
所
在
地
　
千
種
１
０
３
８
―
１ 

○
規
格
　
木
造
２
階
建
、３
Ｄ
Ｋ
、 

　
平
成
９
年
度
建
設 

○
募
集
戸
数
　
１
戸（
３９
号
室
） 

○
家
賃
　
月
額
５
万
３
０
０
０
円 

■
吉
井
第
２
住
宅（
金
井
） 

○
所
在
地
　
吉
井
本
郷
７
２
８
―
７ 

○
規
格
　
木
造
平
屋
建
、３
Ｄ
Ｋ
、 

　
平
成
６
年
度
建
設 

○
募
集
戸
数
　
１
戸（
５６
号
室
） 

○
家
賃
　
月
額
４
万
２
０
０
０
円 

■
木
野
浦
住
宅（
小
木
） 

○
所
在
地 

小
木
木
野
浦
５
１
２
―
４ 

○
規
格
　
木
造
２
階
建
、２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、 

　
平
成
９
年
度
建
設 

○
募
集
戸
数
　
１
戸（
９
号
室
） 

○
家
賃
　
月
額
３
万
６
０
０
０
円 

■
真
浦
住
宅（
赤
泊
） 

○
所
在
地
　
真
浦
１
３
９
―
８ 

○
規
格
　
木
造
平
屋
建
、１
Ｄ
Ｋ
、 

　
平
成
８
年
度
建
設 

○
募
集
戸
数
　
　
１
戸（
８
号
室
） 

○
家
賃
　
月
額
１
万
８
０
０
０
円 

 

入
居
資
格 

＊
市
営
住
宅
は
①，
②，
③，
⑤
に
、特
公

賃
住
宅
は
①，
②，
④，
⑤
に
該
当
す

る
こ
と 

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
が
あ
る

か
、住
所
を
移
そ
う
と
し
て
い
て
、公

租
公
課（
市
税
等
）を
滞
納
し
て
い
な

い
こ
と 

②
同
居
す
る
親
族（
婚
約
者
含
む
）が
い

る
こ
と（
岩
野
、市
営
吉
井
第
２
、千

種
西
下（
１
階
）、特
公
賃
真
浦
住
宅

は
申
込
者
に
よ
り
異
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
） 

③
収
入（
所
得
金
額
の
合
計
か
ら
各
種

控
除
を
行
っ
た
額
）の
月
額
が
２０
万

円（
高
齢
者
世
帯
、障
害
者
の
い
る
世

帯
、小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
が
い

る
世
帯
等
は
２６
万
８
０
０
０
円
）
を

超
え
な
い
こ
と 

④
収
入（
所
得
金
額
の
合
計
か
ら
各
種

控
除
を
行
っ
た
額
）の
月
額
が
２０
万

円
以
上
６０
万
１
０
０
０
円
以
下
で
、

自
ら
居
住
す
る
た
め
に
住
宅
を
必
要

と
し
て
い
る
こ
と 

⑤
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と 

 ◎
お
申
し
込
み
方
法
　 

　
市
役
所
建
設
課
も
し
く
は
各
支
所
の
窓

口
へ
、申
請
書
な
ど
必
要
書
類
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。 

◎
お
申
し
込
み
期
限
　 

　
３
月
２
日（
金
）午
後
５
時
ま
で 

◎
入
居
可
能
日
　
４
月
上
旬 

◎
入
居
に
際
し
て
保
証
人（
２
名
）と
敷
金

（
家
賃
の
３
ヶ
月
分
）が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ 

　
市
役
所
　
建
設
課（
建
築
住
宅
係
） 

　
　
　
　
　
　
q
６３
―
５
１
１
８
 

　
両
津
支
所
　
建
設
課（
管
理
係
） 

　
　
　
　
　
　
q
２７
―
２
１
１
７
 

　
佐
和
田
支
所
　
建
設
水
道
課（
建
設
係
） 

　
　
　
　
　
　
q
５７
―
２
１
１
１
 

　
新
穂
支
所
　
建
設
水
道
課（
建
設
係
） 

　
　
　
　
　
　
q
２２
―
３
１
１
６
 

　
小
木
支
所
　
建
設
水
道
課（
建
設
係
） 

　
　
　
　
　
　
q
８６
―
１
１
１
２
 

　
赤
泊
支
所
　
建
設
水
道
課（
建
設
係
） 

　
　
　
　
　
　
q
８７
―
３
１
１
１
 

  

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す 

 

■
２
等
陸
・
海
・
空
士（
男
子
） 

◆
試 

験 

日
　
３
月
１１
日（
日
） 

　
そ
の
他
、状
況
に
よ
り
随
時
行
い
ま
す
。 

◆
受
付
期
間
　
試
験
日
前
日
ま
で 

◆
試
験
会
場
　
陸
上
自
衛
隊
新
発
田
駐
屯

地（
新
発
田
市
）※
広
報
官
が
同
行
し
ま

す
。 

◆
応
募
資
格
　
採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
、

１８
歳
以
上
２７
歳
未
満
の
男
子 

◆
採
用
予
定
　
１９
年
３
月（
状
況
に
よ
り
１９

年
４
月
） 

◆
任 

期 

制
　
陸
は
２
年
、海
・
空
は
３
年 

　
を
１
任
期（
２
任
期
以
降
は
各
２
年
） 

◆
初 

任 

給
　
１５
万
７
５
０
０
円
／
月
〜 

◆
賞
　
　
与
　
年
２
回
　
４．
４
５
ヶ
月 

（
１８
年
４
月
１
日
現
在
） 

◆
特
別
退
職
手
当 

　
１
任
期
満
了
　
９３
万
６
４
９
９
円 

　
　
　
　
　
　
　（
海
・
空
） 

　
２
任
期
満
了
　
１
３
７
万
４
６
６
６
円 

　
　
　
　
　
　
　（
海
・
空
） 

　
１
任
期
満
了
　
５９
万
８
６
６
７
円（
陸
） 

◆
自
衛
官
募
集
説
明
会
を
開
催
し
ま
す 

　
自
衛
隊
新
潟
地
方
協
力
本
部
佐
渡
駐

在
員
事
務
所
で
は
、説
明
会
を
随
時
開

催
し
ま
す
の
で
ご
希
望
の
方
は
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

◆
お
問
い
合
わ
せ 

　
自
衛
隊
新
潟
地
方
協
力
本
部 

　
佐
渡
駐
在
員
事
務
所 

（
〒
９
５
２
―
１
２
０
９  

佐
渡
市
千
種

丙
２
１
５
―
１
） 

　
q
６３
―
４
５
１
２
 

   「
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
金
利
１
１
０
番
」

　
　
　
　
　
　
の
ご
案
内 

 

　
新
潟
県
司
法
書
士
会
で
は
、返
済
に
苦

し
ん
で
い
る
人
、す
で
に
返
済
が
終
わ
っ
た
人

な
ど
を
対
象
に
、司
法
書
士
に
よ
る
電
話
で

の
無
料
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。
多
く
の

消
費
者
金
融
や
信
販
会
社
が
法
律
の
上
限

を
超
え
た
金
利
を
適
用
し
て
い
ま
す
。
法

律
で
認
め
ら
れ
た
金
利
を
適
用
す
る
こ
と

に
よ
り
債
務
は
減
額
し
、さ
ら
に
は
払
い
す

ぎ
た
利
息
分
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。こ
の
機
会
に
、ぜ
ひ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。 

◆
日
時
　 

　
２
月
２５
日（
日
）午
前
１０
時
〜
午
後
４
時 

◆
電
話
番
号
　 

　
０
２
５
―
２
２
８
―
５
５
１
５（
当
日
限
り
） 

◆
お
問
い
合
わ
せ
　 

　
新
潟
県
司
法
書
士
会 

　
　
q
０
２
５
―
２
２
８
―
１
５
８
９ 

 



12

各課からの お　知　ら　せ 

「歌談の会」は、心に浮かぶ歌と話を普段着
の姿勢でゆったりと歌い語る、小椋佳のソング
（歌）＆トーク（談）ショー。「シクラメンのかほり」
「夢芝居」「愛燦々」などの名曲の数々を、楽
しいトークと共に楽しめる珠玉のコンサートです。 

海洋深層水分水施設では、設備
の定期点検のため、次の期間海
洋深層水の分水を休止します。

利用者の皆さんには大変ご迷惑をおかけします
が、ご理解くださいますようお願いします。 

分水休止期間　３月１２日（月）～１９日（月） 
※３月２０日（火）から、通常通り分水を再開します。 
 佐渡海洋深層水分水施設 

q８１―２６１１ 
 

お問い 
合わせ 

３月７日（水）午後６：３０開演（午後６：００開場） 
入場料：指定席４,５００円、自由席３,５００円 
会場：アミューズメント佐渡大ホール 
 

お知 
らせ 

佐渡海洋深層水分水施設からのお知らせ ★アミューズメント佐渡　イベント情報　q５２-２００１ 
 

小椋佳コンサート～歌談の会～ 
 

チケット 
発売中！ 
 

  
公
証
業
務
に
関
す
る 

無
料
法
律
相
談（
要
予
約
）の 

　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ 

 

　
新
潟
公
証
人
合
同
役
場
の
公
証
人
２
名

が
佐
渡
に
出
張
し
て
遺
言
、任
意
後
見
、金

銭
消
費
貸
借
、離
婚
給
付（
慰
謝
料
・
養
育

費
の
給
付
）等
に
関
す
る
公
正
証
書
の
作
成
、

会
社
設
立
の
た
め
の
定
款
認
証
な
ど
の
無

料
法
律
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
予
約
が
必

要
で
す
。
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、左
記
問

い
合
わ
せ
先
（
新
潟
公
証
人
合
同
役
場
か

新
潟
地
方
法
務
局
佐
渡
支
局
）に
電
話
で

ご
予
約
く
だ
さ
い
。 

◆
日
時
　 

・
３
月
７
日（
水
） 

午
後
１
時
〜
４
時
３０
分 

・
３
月
８
日（
木
） 

午
前
９
時
〜
正
午 

◆
会
場 

　
新
潟
地
方
法
務
局
佐
渡
支
局
会
議
室 

（
佐
渡
市
相
川
三
町
目
新
浜
町
３
―
３

　
佐
渡
相
川
合
同
庁
舎
） 

◆
お
問
い
合
わ
せ    

　
新
潟
公
証
人
合
同
役
場      

　
　
q
０
２
５
―
２
４
０
―
２
６
１
０ 

　
新
潟
地
方
法
務
局
佐
渡
支
局  

　
　
q
０
２
５
９
―
７
４
―
３
７
８
７ 

  

 

宮
崎
県
・
岡
山
県
で 

　
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が 

　
　
　
　
　
発
生
し
ま
し
た 

 

　
宮
崎
県
・
岡
山
県
で
、高
病
原
性
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

島
内
に
お
い
て
も
病
原
体
の
侵
入
を
防
ぐ

た
め
、家
禽
を
飼
わ
れ
て
い
る
方
は
今
後
も

左
記
の
こ
と
に
留
意
し
、発
生
予
防
に
努
め

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ

イ
ル
ス
は
鶏
肉
・
鶏
卵
を
食
べ
る
こ
と
に
よ
り
、

人
に
感
染
す
る
こ
と
は
世
界
的
に
も
報
告

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
な
お
、鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ウ
イ
ル
ス
は
加
熱
す
れ
ば
感
染
性
が
な
く

な
り
ま
す
。
万
一
、食
品
中
に
ウ
イ
ル
ス
が
あ

っ
た
と
し
て
も
、食
品
を
十
分
に
加
熱
し
て

食
べ
て
い
た
だ
け
れ
ば
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

加
熱
す
る
場
合
は
、食
品
全
体
が
７０
℃
以

上
に
な
る
よ
う
調
理
し
て
く
だ
さ
い
。 

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
関
す
る
情
報
は 

　
農
林
水
産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

　
　http

://w
w
w
.m
aff.g

o
.jp
/ 

　
　
　
　
　
　
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

【
留
意
事
項
】 

○
家
禽
の
異
常
の
有
無
確
認
と
異
常
発
見

時
の
早
期
通
報
を
お
願
い
し
ま
す 

　
通
報
先
：
県
中
央
家
畜
保
健
衛
生
所 

　
佐
渡
支
所
　
q
６３
―
２
６
７
６ 

○
防
疫
対
策
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い 

・
野
鳥
等
の
野
生
動
物
の
鶏
舎
へ
の
侵

入
防
止
対
策
を
徹
底
す
る
こ
と 

・
出
入
り
口
の
消
毒
槽
の
設
置
、車
輌
、

器
具
等
の
消
毒
を
徹
底
す
る
こ
と 

・
関
係
者
以
外
の
農
場
へ
の
立
入
を
制

限
す
る
こ
と 

◆
お
問
い
合
わ
せ 

　
市
役
所
　
農
業
振
興
課（
生
産
振
興
係
） 

　
　
q
６３
―
５
１
１
７ 

  

４
月
か
ら
３
支
所
で 

パ
ス
ポ
ー
ト（
旅
券
）の 

申
請
窓
口
を
開
設
し
ま
す
！ 

 

　
市
で
は
昨
年
１０
月
か
ら
新
潟
県
の
事
務

移
譲
を
受
け
て
、パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
や
受

け
取
り
を
佐
渡
市
旅
券
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て

い
ま
す
が
、市
民
の
み
な
さ
ま
が
一
層
利
用

し
や
す
い
よ
う
に
、４
月
２
日（
月
）か
ら
左

記
の
３
支
所
で
も
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
を
受

付
け
ま
す
。 

・
両
津
支
所（
市
民
課
） 

・
相
川
支
所（
市
民
課
） 

・
羽
茂
支
所（
市
民
課
） 

　
な
お
、３
支
所
で
は
申
請
手
続
き
を
行
い

ま
す
が
、パ
ス
ポ
ー
ト
の
お
受
け
取
り
は
佐

渡
市
旅
券
セ
ン
タ
ー（
本
庁
）と
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

◆
お
問
い
合
わ
せ 

　
佐
渡
市
旅
券
セ
ン
タ
ー 

　（
市
役
所
市
民
課
　
市
民
相
談
室
） 

　
　
q
６３
―
５
１
５
５ 

 

加茂湖 カキ祭り 加茂湖 カキ祭り 
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市役所 行政改革課では 

「事務事業評価表」 
 のネーミングを募集します 
　みなさんは、行政改革の取り組みの中で「行政評価」というものをご存知でしょうか？ 

　「行政評価」は、市役所の仕事、サービス内容などをチェックし、市民の満足度向上を図る

ために、改善すべきものは改善していく仕組みです。 

　佐渡市では、市役所の仕事の内容を改善していく仕組みの中で使用する「事務事業評価表」

のネーミングを募集し、行政評価の定着を図るとともに、決定されたネーミングをホーム

ページなどで公開することにより、市民の行政評価への関心を高めていきます。 

◆応募対象 

特に問いません。（グループ、団体、個人など） 

◆応募方法 

「事務事業評価表」のネーミング、ネーミングの簡単な説明、氏名もしくは代表者名（グループ、

団体の場合はその名称）、年齢、職業、住所、電話番号が記入されていれば様式等は問いません。 

応募は一人（または１団体）3点までとします。 

お手数でも、提出先に直接持ち込むか、ファックスや官製ハガキなどで郵送してください。 

なお、提出された個人情報は、担当者の範囲で管理し、ネーミング募集以外の目的には使用

しません。 

◆応募期間 

平成19年2月19日（月）から平成19年3月19日（月）まで 

※詳しくは、佐渡市ホームページ（http://www.city.sado.niigata.jp/）でもご覧になれます。 

提出先（お問い合わせ）　佐渡市役所 総務部 行政改革課 行政評価係 
〒952-1292 佐渡市千種232番地  q0259-63-5136　FAX 0259-63-3300 

 

加茂湖 カキ祭り 加茂湖 カキ祭り 加茂湖 カキ祭り 開催！ 
◆日時 
　2月25日（日） 
　10：00～14：00 
◆会場 
　両津湊　おんでこドーム 
◆内容 
　カキの土手焼き、カキ飯、カキ汁、 
　カキの直売、その他芸能イベント 
 
◆お問い合わせ 加茂湖漁業協同組合　q２７－５１６７ 
 

「国の教育ローン」をご存知ですか？ 
「国の教育ローン」は大学、短大、専修学校・各種学校や

外国の学校等に入学・在学するお子さまをお持ちのご家庭

を対象とした公的な融資制度です。融資金額は学生・生徒

おひとりにつき２００万円以内、返済期間は１０年以内です。 

詳しくは「国の教育ローン」コールセンター（q０５７０‐００８６

５６（ナビダイヤル）、※公衆電話、ＩＰ電話、ＰＨＳ、ＣＡＴＶ電

話などからは　q０３‐５３２１‐８６５６）または国民生活金融公

庫新潟支店（q０２５‐２２８‐２１５１）までお問い合わせください。 
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●環境基本計画が目指す将来像　「美しい島 佐渡」 

美しい島 佐渡のイメージ 
豊かな自然と共生する島 地球と共にあゆむ島 

安全でうるおいと 
安らぎのある島 
 

歴史と伝統・文化を 
守り誇れる島 
 

環境を守り育てる人が 
暮らす島 
 

　青く澄んだ美しい
海と緑豊かな自然をは
ぐくみ、これらから多く
の恵みを受けとること
ができる島 

　循環の環で、資源
やエネルギーを賢明
に利用する地球環境
にやさしい島 

　公害が無く、自然災
害に強い安全で快適
な島 

　歴史的または文
化的資源などと調和
した魅力あふれる島 

　環境の価値を積極的に
評価し、自ら進んで環境問
題に取組む人が暮らす島 

　
市
で
は
、環
境
施
策
を
推
進
す
る
際
の
基

本
的
な
計
画
と
し
て
、「
佐
渡
市
環
境
基
本

計
画
」の
策
定
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
れ

ま
で
、市
民
環
境
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
検
討

や
、環
境
フ
ェ
ア
の
開
催
に
よ
る
概
要
版
の
周

知
、市
環
境
審
議
会
に
お
け
る
審
議
を
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
「
佐

渡
市
環
境
基
本
計
画（
案
）」
を
作
成
し
ま

し
た
。 

　
「
佐
渡
市
環
境
基
本
計
画（
案
）」
に
つ
い

て
、市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま

す
。 

１
　
募
集
期
間 

　
　
２
月
１５
日（
木
）〜
２
月
２８
日（
水
） 

２
　
「
佐
渡
市
環
境
基
本
計
画（
案
）」
の

閲
覧
お
よ
び
入
手
方
法 

（
１
）佐
渡
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://w
w
w
.city.sado.niigata.jp/ 

（
２
）市
役
所
市
民
環
境
部
環
境
課（
市

役
所
２
階
）、支
所
市
民
課
で
の
閲

覧
・
配
布 

（
３
）希
望
者
へ
の
送
付
　
　 

電
話
な
ど
で
市
役
所
市
民
環
境
部
環
境

課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

３
　
意
見
提
出
方
法
・
提
出
先
　
　 

下
記
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。（
様
式
は
自
由
で
す
。
） 

（
１
）郵
　
便
　
　 

　
〒
９
５
２
‐１
２
９
２
　 

　
新
潟
県
佐
渡
市
千
種
２
３
２
番
地 

　
佐
渡
市
市
民
環
境
部
環
境
課 

　
環
境
企
画
係 

（
２
）フ
ァ
ッ
ク
ス
　
　 

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

（
０
２
５
９
）６３
―
３
３
０
０ 

（
３
）E-m

ail 

　

s-kankyo@
city.sado.niigata.jp 

４
　
提
出
上
の
注
意 

①
　
意
見
の
提
出
に
つ
い
て
は
、「
佐
渡

市
環
境
基
本
計
画
」
を
お
読
み
い
た

だ
い
た
上
で
、ど
の
箇
所
に
つ
い
て
の
意

見
か
わ
か
る
よ
う
に
記
載
し
て
く
だ

さ
い
。 

②
　
意
見
に
は
、氏
名
、住
所
、電
話
番

号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。 

③
　
提
出
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
意
見
に
つ

い
て
は
、市
と
し
て
の
対
応
状
況
と
併

せ
て
公
表
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
ご

了
承
願
い
ま
す
。（
た
だ
し
、氏
名
等
の

個
人
情
報
は
、公
表
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、

他
の
目
的
に
使
用
し
ま
せ
ん
。
） 

佐
渡
市
環
境
基
本
計
画（
案
）の
概
要 

●
基
本
的
な
考
え
方 

　
日
々
の
生
活
や
日
常
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
イ

ル
が
、自
然
環
境
や
身
近
な
生
活
環
境
、地

球
環
境
に
与
え
る
影
響
に
関
心
を
持
ち
、

自
分
が
で
き
る
こ
と
を
発
見
し
て
、環
境
に

配
慮
し
た
生
活
や
事
業
活
動
を
行
う
「
環

境
市
民
」
を
育
成
し
、み
ん
な
で
よ
り
良
い

環
境
づ
く
り
が
行
わ
れ
る
「
地
域
環
境
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
」
を
進
め
ま
す
。 

　
ま
た
、環
境
を
良
く
す
る
こ
と
が
経
済
を

発
展
さ
せ
、経
済
が
活
性
化
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
環
境
も
良
く
な
っ
て
い
く
よ
う
な
、「
環

境
と
経
済
の
好
循
環
」
を
目
指
し
ま
す
。 

  

●
「
美
し
い
島 

佐
渡
」
の
達
成
状
況
を
把

握
す
る
た
め
、以
下
の
総
合
指
標
を
設

定
し
ま
す
。 

総
合
指
標
＝
「
環
境
に
関
す
る
満
足
度

と
好
感
度
の
向
上
」 

①
　
市
民
か
ら
み
た
自
然
環
境
や
生
活

環
境
に
関
す
る
満
足
度
の
向
上 

②
　
佐
渡
の
魅
力
・
好
感
度
の
向
上
　

〜
佐
渡
観
光
客
入
込
み
数
等
〜
　
　 

 

◆
お
問
い
合
わ
せ
　 

　
市
役
所
市
民
環
境
部
　 

　
　
　
環
境
課（
環
境
企
画
係
）　 

　
　
　
q

　　　　　６３　　　　　　　　　
―
３
１
１
３ 

 

「
佐
渡
市
環
境
基
本
計
画
（
案
）
」 

　
　
へ
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
！ 

「
佐
渡
市
環
境
基
本
計
画
（
案
）
」 

　
　
へ
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
！ 



【
年
金
だ
よ
り
】 

 【
年
金
だ
よ
り
】 

 
所
得
税
・
住
民
税
申
告
が
必
要
な
方
へ 
所
得
税
・
住
民
税
申
告
が
必
要
な
方
へ 

★
国
民
年
金
保
険
料
は
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す 

 

国
民
年
金
保
険
料（
平
成
１９
年
度
分
）の 

前
納
を
口
座
振
替
で
希
望
さ
れ
る
方
へ 

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
方
法
は
４
月

上
旬
に
送
付
さ
れ
る
納
付
書
に
よ
り
金
融

機
関
等
の
窓
口
で
直
接
納
め
る
現
金
払
い

と
金
融
機
関
等
を
利
用
し
て
納
付
す
る
口

座
振
替
が
あ
り
ま
す
。 

　
ど
ち
ら
の
方
法
で
も
前
納（
１
年
度
分
、

６
ヶ
月
分
）し
ま
す
と
保
険
料
の
割
引
が
あ

り
ま
す
が
、口
座
振
替
で
の
前
納
を
希
望
さ

れ
る
方
は
締
切
日
が
あ
り
ま
す
の
で
、早
め

の
申
し
込
み
を
ご
案
内
し
ま
す
。 

※
平
成
１９
年
度
分
の
保
険
料
、割
引
額
は

未
決
定
で
す
。 

○
申
込
用
紙  

　
各
金
融
機
関
、市
役
所
本
庁
・
各
支
所

の
市
民
課
　
国
民
年
金
担
当
窓
口
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　

　http://w
w
w
.sia.go.jp/ 

○
記
入
内
容 

　
氏
名
住
所
等
の
ほ
か
、基
礎
年
金
番

号
の
記
入
、ま
た
金
融
機
関
届
出
印
の

押
印
が
必
要
で
す
。 

○
提
出
先 

　
預
貯
金
口
座
を
お
持
ち
の
金
融
機
関

（
郵
便
局
を
含
む
）の
窓
口
、ま
た
は
新
潟

西
社
会
保
険
事
務
所
へ
郵
送
願
い
ま
す
。

た
だ
し
、社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
の
申
込
書
は
社
会
保
険
事
務
所
の
み

と
な
り
ま
す
。 

○
締
切
日 

　
金
融
機
関
で
は
２
月
末
日
ま
で
、社
会

保
険
事
務
所
で
は
３
月
上
旬
ま
で
受
付
け

て
い
ま
す
。３
月
中
旬
以
降
で
す
と
口
座

振
替
登
録
に
間
に
合
わ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、詳
細
に
つ
い
て
は
新
潟
西
社
会

保
険
事
務
所
へ
問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。 

※
す
で
に
口
座
振
替
で
前
納
さ
れ
て
い
る
方

は
、再
度
の
申
込
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。 

※
前
納（
１
年
度
分
、上
期
６
ヶ
月
分
）の
口

座
振
替
日
は
５
月
１
日
で
す
。 

 

３
月
定
例
社
会
保
険
事
務
相
談
所
 

（
年
金
相
談
な
ど
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
） 

佐
和
田
商
工
会 

q
５２
―
３
１
４
８ 

　
1４
日（
水
）　
受
付 

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分 

両
津
商
工
会 

q
２７
―
５
１
２
８ 

　
1５
日（
木
）　
受
付 

午
前
９
時
〜
１１
時 

小
木
町
商
工
会 

q
８６
―
２
２
１
６ 

　
1５
日（
木
） 

受
付 

午
前
９
時
〜
１０
時
３０
分 

●
お
問
い
合
わ
せ
● 

市
役
所
　
市
民
課（
戸
籍
年
金
係
） 

q
６３
―
５
１
１
２ 

各
支
所
市
民
課
国
民
年
金
担
当
係 

ま
た
は 

新
潟
西
社
会
保
険
事
務
所 

q
０
２
５
―
２
２
５
―
３
０
０
１ 

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル 

年
金
請
求
な
ど
に
関
す
る
相
談 

q
０
５
７
０
―
０
５
―
１
１
６
５ 

年
金
を
受
け
て
い
る
方
の
相
談 

q
０
５
７
０
―
０
７
―
１
１
６
５ 
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所
得
税
・
住
民
税
申
告
が
必
要
な
方
で

社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、『
社

会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明

書
』や
領
収
証
書
の
添
付
が
必
要
で
す
。 

 

　
こ
の『
控
除
証
明
書
』は
平
成
１８
年
１
月

１
日
か
ら
平
成
１８
年
１０
月
２
日
ま
で
の
間
に

納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
社
会
保
険
庁
か

ら
１１
月
上
旬
に
、ま
た
平
成
１８
年
中
に
初
め

て
納
付
し
た
日
が
１０
月
３
日
か
ら
１２
月
３１

日
ま
で
の
方
に
は
平
成
１９
年
２
月
上
旬
に

郵
送
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、ご
確
認
下
さ

い
。
ま
た『
控
除
証
明
書
』に
記
載
さ
れ
て
い

る
月
分
以
外
の
保
険
料
を
１２
月
３１
日
ま
で

に
納
付
し
た
場
合
は
平
成
１８
年
分
と
し
て

申
告
で
き
ま
す
。 

 

　
控
除
の
対
象
と
な
る
国
民
年
金
保
険
料

は
、平
成
１８
年
中（
平
成
１８
年
１
月
か
ら
１２

月
ま
で
）に
納
め
た
保
険
料
全
額
で
、次
の

と
お
り
で
す
。 

○
毎
月
納
め
た
保
険
料 

○
前
納
保
険
料 

○
過
去
の
未
納
分
を
納
め
た
保
険
料 

○
免
除
・
猶
予
承
認
期
間
を
納
め
た
追
納

保
険
料 

 
　
申
告
は
ご
自
身
の
分
だ
け
で
な
く
、家
族

の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
場
合
も

納
付
し
た
方
が
申
告
で
き
ま
す
。 

　
社
会
保
険
庁
で
は
控
除
証
明
書
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
を
開
設
し
て
お
り
、問
い
合
わ
せ
や

再
発
行
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

 

★
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル 

　
q
０
５
７
０
―
０
０
―
９
９
１
１ 

（
期
間
　
〜
３
月
１６
日
ま
で
の
平
日 

　午
前
９
時
〜
午
後
５
時
） 

お
わ
び
と
訂
正 

　
１
月
２５
日
発
行
の
市
報
さ
ど
お
し
ら
せ
版
に

間
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
次
の
と
お

り
で
す
。お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。 

（
７
ペ
ー
ジ
） 

「
市
営
平
ス
キ
ー
場
へ
行
く
際
は
必
ず
装
備
と

連
絡
を
！
」 

（
誤
）防
衛
庁
道
路
　
（
正
）防
衛
道
路 

 
→
 


